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中間言語と誤答分析

(InterlanguageandErrorAm lysis)

一言語習得臨界期の年齢にある日本語話者の英語習得過程-

伊藤 千寿

1.はじめに

｢般には､外国語学習過程における学習者の誤りは学習事項が定着していない

ことを示すものとされており､外国語学習の場では修正すべきものとして扱われ

る｡かつて､その ｢誤り｣の原因は母語と目標言語との構造の違いにあると考え

られており､外国語教育は二言語を比較･分析する対照分析(cbntrastiveAn alysis)

に基づいて行われなければならないとされていた (垣田 eta1.,1983)｡つまり､学

習者にとって困難な事項とは､目標言語と母語との文法構造が異なる部分なので

あり､外国語指導者は母語と目標言語とを比較 ･允折し､それをもとにした指導

を行わなくてはならない(LAdo197句という考え方が主流だったのである｡

｢誤り｣についてのこのような捉え方を転換させたのがGyder(1967)である｡

くわrderは言語学習者の ｢誤り｣を､言い間違いなどのような規則性のない運用上

の誤り(mistakes)と､規則的に体系として現れる誤り(errors)とに区別し､errors

を学習に失敗した部分と捉えるのではなく､学習者が言語を習得していくための

学習方略として捉えるべきであるとの考えを述べている｡つまり､errorsは言語学

習者にとって必ず通らなければならない過程だということである｡

Gyder(1971)はerrorsを､目標言語の習得途上にある学習者が一時的に持ってい

る言語規則であると捉え､そのような過渡的な体系を持つ学習者言語に

selinker(1969)のhterlanguageという用語を与えている (日本語では ｢中間言語｣

という訳語が与えられている)｡そして､同じ母語と同じ言語学習経験を持つ学習

者が類似したhterlanguageを持つという前提のもとに､誤答分析 (E汀OrAn alysis)

を通してInterlanguageの構造を明らかにしていくことによって､第二言語習得の

指導に見通しを与えることができるとの考えを示している｡

上述の(力rder(1971)の考え方をとれば､同じ日本語を母語とし､同じ英語を

学習する日本の中学生も､共通のhterlanguageを持っていることになる｡また､

日本人の多くは中学校で正式に英語を学び始めるという点で､学習開始年齢もほ

ぼ一致している｡なお､この英語学習開始年齢は､人間の言語習得の臨界期にあ

たると言われている時期であり､本研究は､この臨界期と言われる年齢にある日

本人中学生のhterlanguageを分析し､考察を行っていくものである｡その前段階と
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して本稿では､Interlanguageとはどのようなものか､ErrorAnalysisとはどのよう

に行われるものか､また､日本の中学校での英語学習がどのような条件下で行わ

れているのかということについて､先行研究を参照しながら論じていく｡

2,hterlangtnge

目標言語の発達途上に現れる学習者言語としてのInterlanguageは､絶えず変化

しながら母語話者レベルの構造に近づいていくという､過渡的な構造を持つ言語

である｡実はInterlanguageにはこれ以外の呼称も与えられており､さまざまな視

点から捉えられ､論じられてきている｡その中で､個人に特有の構造を持つとい

う面に着目した Q,rder(1971)と､目標言語の構造に近づく途上にあるという面に

着目した Nemseぺ1971)の論を検討し､hterlanguageをもう少し広い枠組みの中で

捉えてみたい｡

2.I Idi価ynCraticDialectとしてのhterlallgtlage

G'rder(1971)の定義によると､文法 (grammar)とは､規則的に体系として現れ

る記述可能な規則のまとまりである｡そして､母語話者のものであろうと第二言

語学習者のものであろうと､コミュニケーションを目的とした発話には文法が存

在するのだという｡文法規則をある程度共有している二つの言語は方言 (dialects)

の関係にあり､そのような ｢方言｣のうち､どの社会の言語習慣にも属さないよ

うな話し手独自の規則を持つものに､brderは個人的特有方言 (Idicsynαatic

Dialed)という呼称を与えている｡

Idi(芯ymαaticDialectには4つのタイプがあり､その一つ目は詩的方言 (rx3etic

dialed)である｡これは､文学的な効果を狙ってわざと標準から逸脱した表現を

行っているものであり､その解釈は標準的な文法を手がかりとして行われる｡つ

まりⅠ批ticdialectは､基本的にはその社会の標準的な言語構造に従いながら､逸

脱部分に文学者独自の文法規則が現れるIdi(器ymαaticDialectなのである｡

二つ目は病理学的逸脱 (pathol(唱icaldeviant)であり､いわゆる失語症患者の

発話である｡これは､以前は正常な言語使用をしていた人が事故や病気のために

正常な言語使用ができなくなってしまったものであり､本人以外の者には意味が

理解できないような逸脱構造を持つIdi(器ynαaticDialectである｡

三つ目は母語習得過程にある子供の言語である｡言葉を覚え始めたばかりの子

供の発話は､大人が聞いても理解できない部分を持っており､その部分に子供独

自の文法規則が慮れていると言える｡ただし子供の言語は不安定ではあるが標準

的な構造への発達過程にあり､標準から逸脱しているというよりはむしろ､習得
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途上の言語であると考えるべきものである｡

四つ目が言語学習者の言語であり､hterlanguageと呼ばれているものである｡

これも母語習得過程の子供の言語と同じように､不安定な習得途上の言語であり､

言語学習者独自の文法規則を持っているⅠdicSynCraticDialectである｡この学習者

独自の文法がen･orsとしてhterlangu喝eの中に現れ､それは学習者の言語習得の

程度を表す才尉票ともなっている｡

2.2 ApproximadveSystemとしてのInterlaTQPge

Nemser(1971)は､発達途上の学習者言語にApproximaliveSystemという用語を与

え､次の3つを前提として述べている｡

1.ある学習段階における学習者の発話は､母語とも目標言語とも異なる内的

な構造を持っており､それが言語システムの形をとって現れている｡

2.Appr(ⅨimativeSystemには連続した段階がある｡学習者が初めてその言語

を使おうとする時のAppr(ⅨimativeSystemが最も初期の構造を持っており､

最も進歩したApproximativeSystemが最も目標言語に近い構造になっている｡

3.同じ段階にある言語学習者のAppr(ⅨimativeSystemは､だいたい同じよう

な特徴をもっている｡差異が現れる部分は個々の学習経験の違いが原因とな

っているものである｡

ところでNemser(1971)は､ApprQXimativeSystemという用語を学習者言語に限定

して使ってはいない｡世界には､移民言語 (immigrantspeedl)のように

Appr(ⅨimativeS)6temがそのまま社会集団の中に定着して使われているものや､イ

ンド英語のようにAppr(ⅨimativeSystemがその国の社会的標準として公用語とな

っているものなどが数多く存在し､ApproximativeSystemを使うグループの中では

言語学習者は少数派であるという｡またRichards(1972)も､Interlanguageに見られ

るような段階が習得の最終地点となっている例として､英語が土着の言語と接触

して生まれた地域方言についての言及を行っているが､これも Approximative

Systemの一つと考えて良い｡従ってApproximativeSystemについては､その構造

が最終脚 皆であるものと､発達途上であるものとの2種類があると捉えるのが妥

当であり､htertanBuageは後者を指すものである｡

3.EmrAmalysis

hterlanguageの構造を記述･分析するための研究手法としてbrder(1971)によっ
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て導入されたのが､誤答分析(E汀OrAn alysis)である｡ErrorAn alysisによって､学習

者のe汀OrSには母語からの影響とは考えられないようなものが多く見られるとい

うことが明らかになると､それまでの対照分析の考え方に対して､errorsの原因

をより広い視野から捉えようとする試みが行なわれるようになった｡

ErrorAn alysisの手順については､払rder(1971)が

1.個人的特有表現の詔 恥 e呼 itionofidiosynαacy)

2･記述(description)

3‥説明(explanation)

の3つの段階を踏んで行われるものであるとしている.また､Dulayetal.(1982)

は､errorsは複数の原因によって生じることもあるのだから､その分類は目に見

える部分に従って行なわれるべきであり､記述(desαiption)と説明 (explanation)

とを混同すべきではないという考えを示している｡これらの方針に従って､本研

究のE汀OrAnalysisにおいても､記述 ･分類の段階と原因説明の段階とを区別して

取り組んでいくこととする｡

3.I errorsの分数方法

errorsの分矧 こは､どこに視点を置くかによって何通りかの方法が考えられる｡

Dulayetal･(1982)はerrorsの分類方法として､言語学的範暗 (linguisticcategory)に

よる分類､表面に現れた方略 (surfacestrategy)による分枝､比較分析 (00mparative

analysis)による分類､コミュニケーションに与える影響 (comm unjativeeffect)に

よる分類の4通りを挙げている｡

linguisticcategoryによる分類では､言語学的範暗による項目を立てて分類を行

う｡例えばpolit2E,randRamire41973)は､errorsを形態素に関わるものと統語上の

ものとに大別し､さらに形態素の下位項目を不定冠詞､所有格､三人称単数形､

過去形､過去分詞､比較表現とし､統語の下位項目を名詞句､動詞句､動詞 肌d動

詞､語順､変形とした｡また､過去形については規則動詞と不規則動詞に分ける

など､必要に応じてさらに細かい下位項目も立てている｡別の例としては､上位

項目を節､助動詞､受動態､接続詞､文補語､心理的述部とした Burtand

Kiparsky(1972)の分類方法がある｡

surfa∝strategyによる分類では､表面に現れた構造によって分類を行う｡Dulayet

al.(1982)がその分類項目としているのは､以下の4つである｡
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① 脱鞄omission)一必要な形態素や語を省いてしまう

② 付加(addition)-余分な形態素や語をつけてしまう

③ 形式の誤り(misformation)一形態素や語の形が誤っている

④ 配列の誤り(misordering)一語の位置や語順が誤っている

これは見た目でそのまま分類を行うことのできる最もシンプルな方法であり､記

述の第一段階として使うのにはちょうど良い｡

cm parativeanalysisによる分類では､そのerrorsが他のどの言語構造と比較され

るべきかによって分類を行う｡この場合のDulayetal.(1982)による分類項目は以下

の通りである｡

① developmentalerrors

-その言語を母語として習得する場合と比較すべきe汀OrS

@ interlingualerrors

一学習者の母語の構造と比較すべきerrors

@ ambiguouserrors

一どちらにも当てはまりそうなe汀OrS

④ o血erelTOrS

-どちらにも当てはまりそうにないが第二言語学習者に特有のものとして

現れているerrors

この分類方法はerrorsの原因にも関わるものであるが､原因の特定できないerrors

であっても唆味な状態のまま分類できるような項目の立て方になっており､その

点でerrorsの記述と説明とを混同しないという原則は保たれている｡

のIlmunicativeeffedによる分類では､コミュニケーションに与える支障の程度

によって分類を行う｡D血yetal.(1982)によるこの場合の分類項目は以下の通り

である｡

① gl(加1errors一文構造全体に影響を与えてコミュニケーションに大きな支障

を与えるものであり､効果的にコミュニケーションをとる能力の指標と

なる

② loalerrors｣文の一部に影響を与えるがコミュニケーションに大きな支障

は与えないものであり､文法的に話す能力の指標となる
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どの分類方法が最も妥当であるかは､研究の目的や内容によっても異なる｡実

際に研究を行う時は､その目的や内容に応じて適切な分類方法を選択したり､い

くつかの分類方法を組み合わせたりすると良い｡例えば､linguisticcategoryによ

る分類項目の中から一つを選んでそれに関するen･orsのみをデータとして収集し､

su血αstrategyや00mparativeanalpisを組み合わせて分類を行うというのも考えら

れる一つの方法である｡

3.2 原因の説明

ErrorAn alysisの最終目的はerrorsの原因を説明することである(Cor°er,1971)｡

e汀- の原因については､垣田 etal.(1983)によって以下のようにきれいに分類さ

れており､これをそのまま説明のための基本的な枠組みとしたい｡

(1)母国語干渉による誤り(L1-interferenα error)

(2)母国語干渉以外の誤り(L1-independenterror)

① 言語内の誤り(intralingualerror)

-ある言語規則を他の部分にまで当てはめようとしたことが原因で起こ

る

② 発達上の誤り(developmentalerror)

-母語として習得される場合と同じ過程によって起こる

③ 誘発された誤り(induederror)

-指導法や指導教材が原因となって起こる

④ 伝達方略(ammunicationstrategy)に基づく誤り

-コミュニケーションのために用いるさまざまな方略が原因となって起

こる

⑤ 学習方略(leaningstrategy)による誤り

一学習者のとる学習方略が原因となって起こる

垣田 etal.(1983)はさらに､｢各々の誤りはこれらのカテゴリーの1ノうのみに起

因するというよりは､これらのうちの幾つかが複雑に絡み合って生じる｣とも述

べており､ある一つのerrorが複数の原因カテゴリーに当てはまる可能性を示唆し

ている｡また実際の分析の中で､ここに挙げられた以外の原因によるerro相や原

因不明のerrorsが出てくる可能性についても考えておかなければならない｡従っ

て実際に errorsを分類カテゴリーに当てはめていく時に臥 Dulayetal.(1982)が

00mparativeanal)6isによる分類で用いていたambiguouserrorsとothererrorsを上の
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原因カテゴリー項目に付け加えた上で､原因分析を行なっていくことにしたい｡

3.3 謂 習得過程

Nemser(1971)がApproximativeSystemについて述べていたように､hterlanguage

には連続した段階がある｡よって各段階のhterlanguageに現れるerrorsを言語習

得段階に従って並べたものは､その学習者の言語習得過程を表していることにな

る｡こ叫 こついて臥 特定の文法事項の習得過程に関する研究がすでにいくつか
行われており､興味深いデータが得られている｡

Ravem (1970)はノルウェー語を母語とする子供を対象とした研究により､時

制表示としての "do"が次の4つの段階をたどって習得されるということを確認

している｡

Timel "not"の変形として "don't"が用いられる段階

Time2 "you"の変形として "doyou"が/dju:/という発音によって用いられる

段階

¶me3 時制を示す形態素としてのdoを獲得する途中にあり安定を欠いている

段階

Time4 現在形でも過去形でも "do"が独立して現れ別邸皆

また､Dulayetal.(1982)によると､英語の否定文の習得までに母語話者も第二言

語学習者も共通にたどる過程として､次の3つの段階があるという｡

Stepl 主語は現れず中心となる語にnoやnotをつけるのみ

Step2 主語が現れ､否定助動詞にno､not､don'tを使用

Step3 時制と否定辞を伴った助動詞を用いるようになる

その他の言語項目についてもErrorAnalysisを通して､その習得過程を明らかに

することができるはずである｡その中には母語話者と同じ習得過程が見られる部

分もあれば､語 学習者に特有の過程が見られる部分もあることだろう｡日本語

を母語とする学習者であれば､日本語からの影響が共通に現れる可能性もある｡

また､調査データが話し言葉か書き言葉かによっても､あるいは研究対象となる

学習者の年齢によってもそれぞれに異なった特徴が現れると考えられる｡いずれ

にしても学習者の言語習得過程が明らかになれば､言語学習指導のための地図が

手に入ることになり､それによってDulayetal.(1982)も述べているように､学習者
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が新しい言語体系をどの程度習得しているかを知る手がかりが得られるのである｡

この点が言語学習指導においてBrorAnal)ちisが最も貢献しうる部分であると言え

る｡

4.日本での英帝学習の背景

では現在､日本人はどのような背景のもとに英語学習を行っているのだろうか｡

中学校入学以前から塾や学習教材､その他の機会に英語を学んでいる日本人は数

多いが､やはり大多数の日本人は中学入学以降に正式に英語を学び始める｡ここ

では､その英語学習開始時の年齢や､学校での英語学習という環境が､日本人の

英語学習をどのように条件付けているのかということについて考えてみたい｡

4.1 謂 習得の臨界期

JohnsonandNewrx,rt(1989)は､言語の十分な発達のためには思春期に入る前に

言語習得が行われなくてはならないとする LenneberB(1967)の臨界期仮説(the

αiticalperidhyEX'thesis)について､これが第二言語習得にも適用できるかどうかを

確かめるための研究を行い､年齢と言語習得能力との関係を明らかにしている｡

これは､アメリカに移住してきた中国語及び韓国語の話者を対象に､移住時の年

齢と英文法運用能力との関係について調査を行ったものであり､そのデータは､

第二言語習得能力は7歳をピークとしてその後思春期にかけて徐々に下降して行

くこと､そして思春期以降は年齢と言語習得能力との相関関係が見られなくなる

ことを示している｡ただし思春期以降の移住であっても､自国での英語学習開始

年齢や学習年数が移住後の習得レベルに弱いながらも影響を与えるということを

示すデータも得られている｡

この研究結果をもとにすると､日本人の大多数にとっての英語学習開始年齢で

ある12-13歳は第二言語習得能力が最盛期を過ぎてかなり下降してしまって

いる時期ではあるが､まだ大人よりは少しは有利に言語学習ができる状態にあり､

そのような意味では確かに言語習得の臨界期に当たるのだろう｡ただし日本では､

学校外で英語を使わなければならない場はほとんど存在しないため､英語社会の

中にいる場合と同じレベルの英語運用能力を獲得するのはかなり難しい｡それで

も､自国での学習開始年齢や学習年数が思春期以降の英文法運用能力にある程度

の影響を与えることはJohnsonandNewport(1989)の研究からも明らかであり､中

学での英語学習が将来の英語習得に有利に働く面があるのは確かであると考えら

れる｡
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4.2 日本の英語学習環境

Ridlards(1972)によると､英語を第二言語として学ぶ場合と外国語として学ぶ場

合とでは､学習の性質や目的は異なったものになる｡英語がコミュニケーションの

手段としての役割を持っていない社会では､英語は ｢外国語｣として純粋に文化

的な学習対象､あるいは教科の一つとして扱われる｡そして､英語学習を通して英

讐 冨吉芸買芸芸芸芸 這警 孟…三言冨ア芸芸妄言芸芸設£CoSならないのはほ

とんど授業中のみである｡学校外にも英語を学習する場や英語を使えたほうが便

利な場はあるとしても､英語が使えないために日常生活が成り立たなくなる状態

というものは全くないのである｡また､日本の学校では英語そのものを学習する

だけでなく､英語学習を通して外国の生活や文化に触れることをも意図してカリ

キュラムが組まれている｡こうして見ると､日本の英語学習は､環境としても内容

としてもRichards(1972)の述べている｢外国語としての学習｣そのものである｡た

だし最近の英語教育に対する考え方には､｢第二言語としての英語｣を志向してい

ると思われるものも多い｡

5.おわりに

本稿は､これから実際に払rorAnalysisを行っていくための予備研究のまとめで

あり､hterlanguageとErrorAnalysis及び日本人の英語学習者の状況について､理

論的な位置付けを与えるものである｡hterlanguageが発達途上の学習者言語であ

り､その構造を明らかにするための手法としてE汀OrAnalysisが用いられること､

また､それを通して言語学習者の言語習得過程を知ることができること､そして

大多数の日本人英語学習者が言語習得の臨界期と言われる時期に外国語としての

英語を学んでいることを､ここでもう一度確認しておく｡

本研究でE汀OrAnalysisの対象とするの臥 日本人中学生の書き言葉による英語

のInterlanguageである｡書き言葉は､辞書や教科書を参考にしながら時間をかけ

て文を作ったり､一度書いた文を訂正したりすることが可能であることから､話

し言葉のような全く自然な状態にあるものではない｡しかし､書き言葉による英

語も英語運用能力の一部を成すものであり､実際には日本人中学生の多くは実践

的な英語については､話す機会よりも手紙やインターネットなどで書く機会の方

が多いのである｡また､書くために必要な英語運用能力は､話すためにも必要な

ものであり､その学習者のコミュニケーション能力全般に関わっているのである｡

今回は､その英語運用能力の中でも､特に平叙文と疑問文の構造及び動詞の使

い方に焦点を絞ってデータを集め､分析を行っていく予定である｡それによって
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日本人学習者の英語習得過程の一部分が明らかになれば､学習者の英語習得段階

を把握する手がか りの一つが得られることにな り､さらにその後の指導の見通 し

にもつながっていくことが期待できるのである｡
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